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２０２５年度特定非営利活動法人亀っ子サポート活動計画
１ 事業実施の方針

亀山市在住の障がい等によって生きづらさをもつ子どもやひきこもりや不登校に悩む青少年に対して、親、市民、

学生等と協働して、共に歩む並走型のサポートを行うとともに、「フリースペースかめっこ」を拠点に学習・進路

（進学）・就労準備支援などの支援活動を行う。

２ 事業の実施に関する事項

特定非営利活動法人亀っ子サポート共同募金配分金助成事業について
２０２４年度活動の成果と課題
1.活動内容の多様性の確保について

①スポーツを中心とした体験活動
バドミントンやバレーボール等をふれあい教室の子ど
もたちと一緒に活動

②クッキングを中心とした体験活動
フリースペースかめっこで、スタッフと共に体験

③社会見学・自然体験を中心とした体験活動
㈱カメヤマでろうそくづくり、ミニキャンプ、芋ほり

④アートやボードゲームや工作などの体験活動

缶バッジづくり、粘土遊び、フラワーアレンジ等
２.事業の成果
不登校児童生徒を対象として、児童生徒の状況や支援環

境を考慮しながら、社会的自立に向けて、ソーシャルスキ

ルを身につけるため、ボードゲーム・うどんや収穫したサ
ツマイモでのスイートポテト作り・クリスマスツリー・伝
統文化である茶道（裏千家）等体験する活動を行うととも
に、ふれあい教室に通級する児童生徒とともに、ミニキャ
ンプを実施した。子どもたちは、参加の有無を聞いたとき

はほとんど反応がなく、体験活動に興味を示しているのか
不安であったが、活動に入ると積極的に動く姿が見られた。
またミニキャンプでの昼食づくりでは、中学生たちの火お
こしや食材の調理に取り込む姿には、目を見張るものがあっ

た。茶道では、伝統文化が持つ形式的な作法に、うまくで
きないことから、講師に訴える姿もあったが、子どもの特
性を知る良い機会になったと感じている。
体験活動を年間計画に適切に配置することによって、社

会性が身につくことを実感することができた事は、大きな

成果と考える。

２０２５年度共同募金配分金助成事業計画（案）

①開所日に合わせ、６月、１０月、１１月、１２月、１

月の５回の体験活動事業を実施する。

②夏休みを中心に、ミニキャンプを実施する。


